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０，１/b畑における語り手の働きについて
松村豊子
1.1851年の淑女たち
1851年に，その後20年余りにわたって女性問題をめぐる論争の都度引き合い
に出された英国国勢調査が行なわれた。この結果，周知のように人口増加，特
に女性人口の急増，男女の総人口の極端な不均衡により未婚女性と未亡人の総
数が女性人口のおよそ半数にものぼること，また家庭から外へ出て働く女性の
急増が，新に統計上の数字によって歴然たる事実として証明された。当然，
“Ｗｈａｔａｒｅｗｅｔｏｄｏｗｉｔｈｏｕｒｓｐｉｎｓｔｅｒｓ？'，という問題は産業革命後の急
激な社会変動の影響と相俟って，英国19世紀中葉の社会問題を扱った文献に繰
り返し承られるテーマの一つとなった。
未婚あるいは未亡人の女性の中でも特に身の処し方が難しかったのは，教養
も能力も財産もほどほどにあった中産階級の女性たちであった。国民の大半が
中産階級を自認する日本と違い，英国では階級差別が緩和した今日でもその比
率は全体の40パーセントほどである。階級区別に現在よりもはるかにうるさか
った当時，この比率は30パーセントに満たなかったと思われる。当時の女性の
社会的地位がどうであったかというと，女権主張者をして女性の財産権，養育
権，離婚権等に関する諸乾の法的社会的改革運動に革命的と言える情熱をもっ
て駆り立てたのが不思議でない程屈辱的であった。女性の社会的身分が未婚の
間は父親のそれ，結婚後は夫のそれに準じたように，父親の存命中は一切の法
的社会的権利は父親が握り，結婚するとそれは父親から夫の手に委ねられた｡
皮肉なことに，これらの権利を享受できたのは，成人した未婚の女性か未亡人
だけであった。ただし，父親あるいは夫が悠を自適の生活ができるに足る財産
を残してくれたかどうかは甚だ疑わしい。夫あるいは父親の保護のあるなしに
かかわらず，常に食ぺるために働かなければならない労働者階級の女性は別に
して，女性が金もうけのために働かないことが一つのステイタス・シンボルで
あった中産階級の女性たちは，一家の稼手である男性を失うと貧乏を余儀なく
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しいられた。貧困から彼女たちが身分を落さず働ける職種は非常に少なく，家
庭教師，お針子，店の経営(特殊なものとして文筆家や芸術家が挙げられるが）
と三つ四つに限られていた:，しかも，その給金は金銭のために働かないのが淑
女であるという身分上の規定が逆効果となり，応々にして安かった。中産階級
の女性が乳母や腱婦になることは社会的に考えられないことであったばかりで
なく，読み醤きから音楽美術裁縫に至る淑女の教養を一応身につけ，唯一の戸
外活動が慈善（つまり，日曜学校で教えること，聖蓄及びそれに類する小冊子
の配布，貧しい人従を訪問すること等）であれば')，彼女たち自身の感性及び
道徳観もその職種を限定したのである。また，彼女たちが身分を落さずに結婚
する場合にも，相手の男性の身分に厳しい制約があった。産業革命後，身分を
規定する基準は根本的には土地所有の大小から職種と教育の有無に変わった。
1850年頃には地主，牧師，軍人，法廷弁護士，事務弁謹士が紳士職と象なされ
ていた。さらに科学技術の著しい発展にともない，1860年代後半からは医者，
建築技師，土木及び機械技師もその仲間入りをした2)。したがって，1840年代
50年代の中産階級の女性たちは、父親あるいは夫の死後，身分を落さずに生活
できるだけの遺産がなければ，職探しも夫探しも困難を窮めたであろうことは，
SamuelButlerのｺﾞｿｂｅＷＺＺｙｑ／ＡＪＪＦんSル（1903）読むまでもなく容易に想
像できる。
さて，総人口のおよそ４分の１を占める未婚の女性および未亡人をどうする
かという問題の解決策については，保守派と進歩派がしばしば後世に残る喧々
箪々の論争をくりひろげた。この典型的な例を一つ紹介しよう。1858年２月に
ＢﾉﾋzcﾙzDood'ＳＥﾋﾉﾉ"６２Jγg〃MlzgYzzj"ｅの紙面でMargaretOliphantは「生
理学的に体の構造が異なる男性と女性に雇用の平等はありえない。ゆえに未婚
の女性は移民者に対して結婚の制約がないオーストラリアへ渡り，す象やかに
結婚相手を見つけるのが股善策である3)」という主旨の保守的意見を表明した。
これに反論して，翌３月には，前年1857年に設置されたTheAssociation
forthePromotionoｆｔｈｅＥｍｐｌｏｙｍｅｎｔｏｆＷＯｍｅｎと深いかかわりのあ
る”ｅＥ"gJjsハＷｂ籾α"'ｓノ、γ）zaJでLadyEastlakeは「BZtzcﾙz()００．の
投稿者は女性のことを何もご存じない殿方のようで，当節財政上の必要性から
働かなければならない女性の数は誇張されていると楽観的な見方をしていらっ
しゃる。彼によると，未婚の女性だけでなく男性も職探しに苦労しているのだ
から女性は結婚するのが一番いいということになる。しかし，女性に与えられ
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た雇用の機会は男性よりはるかに少ない。女性は今こそ新な仕事への道を切り
開かなければならない`)」と女性の自立を勧めている。MargaretOliphant
とLadyEastlakeは共に当時の代表的な知識人で，二人の対立するこのよう
な意見は，今日から考えると，いささか陳腐だが，女性の！|きき方をめぐる当時
の保守派と進歩派の考え方を象徴している。
ところで，この才女たち程知識もなく，能力もなく問題意識もなかった一般
の女性がどのようにｌ１らの生き方を考えたかと言えば，小説のヒロインの生き
方を見る限り，1880年代に入って必ずしも結婚を是としない「新しい女性」が
ヒロインとして登場するまで，ヒロインの多くが中産階級の女性であったせい
か，蛾終的には必ずと言っていい程しかるべき紳士と結婚しているので，やは
り，結婚志向が強かったのであろう。もっとも，1860年代になると，教育の普
及に伴う読者層の拡大また女性に対する社会的認識の変化を反l決して，ヒロイ
ンの身分や経験の性格は多様化するのだが5)。そして，ヒロインや読者の結婚
志向が強ければ強い紐，未婚の女性は結婚できるだけの十分な女性的魅力がな
い人物として椰楡の的となった。未婚あるいは未亡人の女性数が多いという事
実と裏腹に，フィクションで彼女たちがヒロインになることはまずなかった。
男性作家の場合，ヒロインは概してヒーローの恋人あるいは花嫁として描かれ，
他力，女性作家はしばしば作者自身の分身ともいえる理想的な女性をヒロイン
にした（例えば，BrontE姉妹は情熱的な，また，GeorgeEliotは倫理意識
の高いヒロインを描いた）ので，男性を魅了できない，つまり結婚できないヒ
ロインを描くことはできなかった。では何故DavidCecilに時代の拘束に甘
んじる「鳩｣，「二流作家印」と酷評されたElizabethGaskellは未亡人と未
婚女性だけの社会を描いたＯｍｌＬ/bγｄをi1$くことができたのか。主な理由は》彼
女がこの特殊な社会を歴史的事実としてとらえていたからだ。
国勢調査が行なわれた1851年，Gaskellは明らかに統計上の数字，特に女性
人口のしめる割合に無関心ではいられなかったようだ。同年２月から３回にわ
たりｍｅＬα`ねS，ＣｍｚＰα"io〃に連載された短編小説“Ｍｒ､Harrison，ＳＣＯ⑪
fession',では，あるいなか町の中産階級における女性数と男性数の比率を５
対１としている。年配の開業医は新来者である若い医者に次のようにこの状況
を語っている。
“Ｙｏｕｗｉｌｌｆｉｎｄｉｔａｃｕｒｉｏｕ将statisticalfact，ｂｕｔｆｉｖｅ－ｓｉｘｔｈｓｏｆａ
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certainrankinDuncombearewomen・We
oldmaidsinrichabundance・Ｉｎｆａｃｔ，ｍｙ
ｔｈａｔｙｏｕａｎｄｌａｒｅａｌｍｏｓｔｔｈｅｏｎｌｙｇenlemen 
Bullock，ｏｆcourse，exceptedBygentleman， 
ｎａｌｍａｎ・''７〕
havewidowsand 
dearsir，Ibelieve 
intheplace-Mr・
Imeanprofessio‐ 
医者，事務弁護士といった専門職に就く男性を除けば，他はすべて女性で，未
亡人と年老いた未婚女性の数は移しい。また，同年12月に，当初は一回限りの
読象切り物としてHbZJSeh0〃WilγｄＳに発表された短編小説“OurSociety
atCranford8)，，－これが好評で，編集者Dickensのたっての要望でその
後断続的に翌52年１月から53年５月まで７回にわたって同誌に掲載され，５３年
６月に単行本ＱｍＺ/bγｄとして刊行された－単行本では第１，２章にあたる
箇所では，アマゾンに占領されたクランフォードという町が紹介されている。
Inthefirstplace，ＣｒａｎｆｏｒｄｉｓｉｎｐｏｓｓｅｓｓｉｏｎｏｆｔｈｅＡｍａzons； 
alltheholdersofhouses，aboveacertainrent，ａｒｅwomen・Ｉｆ
ａｍａｒｒｉｅｄｃｏｕｐｌｅｃｏｍｅｔｏｓｅｔｔｌｅｉｎｔｈｅｔｏｗｎ，somehowthe 
gentlemandisappears；heiseitherfairlyfrightenedtodeathby 
beingtheonlymaninCranfordeveningparties，ｏｒｈｅｉｓａｃｃｏｕn‐ 
ｔｅｄｆｏｒｂｙｂｅｉｎｇｗｉｔｈｈｉｓｒｅｇｉｍｅｎｔ，hisship，orcloselyengaged 
inbusinessalltheweekinthegreatneighbouringcommercial 
townofDrumble，ｄｉｓｔａｎｔｏｎｌｙｔｗｅｎｔｙｍｉｌｅｓｏｎａｒａｉｌｒoadln 
short，whateverdoesbecomeofthegentlemen，ｔｈｅｙａｒｅｎｏｔａｔ 
Ｃｒａｎｆｏｒｄ・Ｗｈａｔｃｏｕｌｄｔｈｅｙｄｏｉｆｔｈｅｙｗｅｒｅｔｈｅｒｅ？Ｔｈｅｓｕｒｇeon
hashisroundofthirtymiles，andsleepsatCranford；butevery 
mancannotbeasurgeon9)． 
これはＱｍｑ/ｂｍの有名な冒頭の一節で，クランブォードの地理的社会的状況
が簡潔に表わされている。クランフォードは近くの大商業都市マンチェスター
ことドラソプルから20マイル離れたいなか町で，生後まもなく母親を失った
Gaskellが未婚の叔母たちに引きとられ，幼年時代を過ごしたナッツフォード
がモデルになっている。ここのアマゾンたちは，働きに出なければならない程
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貧し〈ないが，乏しい資産でなんとか淑女の面目を保つ未亡人や未婚の女性で，
皆50歳を過ぎている。彼女たちは自ら作った淑女の行動規範を固守し，善意に
あふれているので，道徳上の指導者である牧師も，遺産訴訟等利害関係の事務
的処理を行なう弁護士も，また，産業化からとり残されているため諸斉の専門
家である男性も必要でない。ただ医者ひとりを男性として必要とする女性だけ
の寂れた平和な町，これがクランブォードである。
全体の６分の５あるいはほぼ全員が未亡人と未婚女性であるというのは，一
見すると，国勢調査による４分の１の数字をはるかに上回る非現実的な途方も
ない事のように思われる。しかし，当時の中産階級の女性がおかれた社会状況
を顕承ると，Gaskellが挙げる数字はかなり信懸性があるのではないだろうか。
彼女はこうしたいなか町が実在したことを，Ｇｊｍ２/Ｗ‘の動機づけとなった随
躯“TheLastGenerationinEngland，'（1849年に米国の雑誌SdZγｍｊｊｚ'Ｓ
Ｕ"われMzgzzzi"ｅに掲載）や手紙の中で熱っぽく繰り返し弁明している。
Ｉｈａｖｅｍａｄｅｎｏｍｅｎｔｉｏｎｏｆｇｅｎｔｌｅｍｅｎａttheseparties，ｂｅｃａｕｓｅ 
ｉｆｅｖｅｒｔｈｅｒｅｗａｓａｎＡｍａｚｏｎｉａｎｔｏｗｎｉｎＥｎｇｌａｎｄｉｔｗａｓ－， 
Elevenwidowsofrespectabilityatｏｎｅｔｉｍｅｋｅｐｔｈｏｕｓｅｔｈｅｒｅ： 
besidesspinstersinnumerable、Thedoctorpreferredhisarm‐
ｃｈａｉｒａｎｄｓｌｉｐｐｅｒｓｔｏｔｈｅｆｏｒｍｓｏｆsociety，suchaslhavedescri‐ 
bed，ａｎｄｓｏｄｉｄｔｈｅａｔｔｏｒｎｅｙ，whowasbesidesnotinsensibleto 
thｅｃｈａｒｍｓｏｆａｈｏｔｓｕｐｐｅｒ１ｏ)． 
Ｉｔｈｏｕｇｈｔｐｅｏｐｌｅｗｏｕｌｄｓａｙｉｔｗａｓｒｉｄiculous，ａｎｄyet，which 
reallyhappenedinKnutsford111） 
ＭｂがBtzγ20〃（1848）で時事的問題に関する正確な数字を挙げたように，
GaskellはＣγα,q/ｂγαでも正確な数字をあげ，これをある面で歴史的事実の
表記にしている。ここでは男性人口と女性人口の途方もない不均衡が事実であ
るということが，一家の大黒柱である家長の世話や意向に煩わされず，一見気
楽で勝手気儘な生活をおくっている淑女たちの隠された絶望感，恐怖心をまぎ
れもない作品の低い基調音にしている。彼女たちが心強いアマゾンであると自
負すればする程，皮肉なことに彼女たちの無防備で頼りない実像が浮かびあが
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るのである。Gaskellが挙げるこの数字が英国全般のいなか町にあてはまると
は思えないが，ある特定の町には中年女性だけの社会があったことを読者に信
じ込ませるのに十分な作家としての技量を彼女は備えているのだ。
2．語り手ＭａｒｙＳｍｉｔｈの視点
｡、げりγ‘は全編が一連の女性社会特有のゴシップから構成される中編小説
である。と，こう言えば，閉鎖社会の偏狭な精神，陰湿な意地悪’中傷等心が
滅入るような雰囲気を連想しがちだが，ここでは噂話は老婦人たちの見栄と本
音,虚像と実像の落差の大きさをユーモラスに表わす題材にすぎない。服装,茶
会，娯楽等のともすれば読むに耐えない低俗な代物となる題材を一世紀以上に
わたって読み続けられるベストセラー小説にしたGaskellの手法はDickens
のそれと優劣つけがたい。ＰｊＣｈｚＵｊＣルHzPeγS(1836-7)からDaDjt！Ｃb〃eがe〃
（1849-50）に至るDickensの一連の大作の構成は，主人公が旅をし，異質
な風俗習慣に接し，人々に出会い，様念な経験をするといういわゆるピカレス
ク小説の形式をとっている。これが自由気儘で幸福な雰囲気をかもし出す反面，
柵成上の一貫性に欠けること，また，主題のほり下げ方に難点があることはこ
こで繰り返すまでしない。Ｑｍ２/ｂγｄにしかるべき構造と呼べるものがない以
上，Gaskellの名前を全国的に有名にした社会小説ＭｚがBtzγｆｏ〃とこの作
品は，事実を重んじつつも明らかに質を異にする。作品の内容から推すと，
GTZ?&/１，γｄはまさしくGaskell版ピカレスク小説である。
作中度をＰｊｃｂ〃ｊｃルRzpeγｓが引き合いに出されるばかりか，クランフォー
ドの老婦人たちが事あるごとに話し合う様子は，マナーの滑稽さ，飽きること
のない好奇心，干渉癖，蕃意の賞賛等の点でPjchzUjchPapc病のそれと非常
に似ている。GaskellはDickensとの類似を語り手ＭａｒｙＳｍｉｔｈの口をと
おして次のように率直に認めている。
lnmysearchafterfacts，ＩｗａｓｏｆｔｅｎｒｅｍｉｎｄｅｄｏｆａＬａｄｉｅｓ, 
Committeethathe［ｍｙfather］hadtopresideover・Ｈｅｓａｉｄｈｅ
ｃｏｕｌｄｎｏｔｈｅｌｐｔｈｉｎｋｉｎｇｏｆapassageinDickens，ｗｈｉｃｈｓｐｏｋｅｏｆ 
ａｃｈｏｒｕｓｉｎｗｈｉｃｈｅｖｅｒｙｍａｎｔｏｏｋｔｈｅｔｕｎｅｈｅｋｎｅｗｂｅｓｔ，ａｎｄ 
ｓａｎｇｉｔｔｏｈｉｓｏｗｎｓａｔｉｓｆａｃｔｉｏｎ、ｓｏ，atthischaritablecommittee，
everyladytookthesubjectuppermosｔｉｎｈｅｒｍｉｎｄ，ａｎｄtalked 
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ａｂｏｕｔｉｔｔｏｈｅｒｏｗｎｇｒｅａｔｃｏｎｔｅｎｔment，ｂｕｔｎｏｔｍｕｃｈｔｏｔｈｅ 
ａｄｖａｎｃｅｍｅｎｔｏｆｔｈesubjecttheyhadmettodiscuss・Buteven
thatcommitteecouldhavebeennothmgtotheCranfordladies 
lB〕
､｡●､■■､ 
ここで引用されたDickensの一節はＰｉＣｈ"jCルＰｑＰｅ７Ｓ第32章で，下宿代の
とり立てをめぐる珍問答がくりひろげられている。勿論，淑女ばかりのクラソ
フォードでは下宿代のとりたてといった商売事は話題にはならないが，彼女た
ちの話に論理の一貫性がなく，支離滅裂である点はDickensのそれを凌いで
いる。具体的な例を挙げる前に，主要人物を簡単に紹介すると，クランフォー
ド社交界の中心人物は，牧師の娘であるJenkyns姉妹,DeborahとMatilda
で，彼女たちの茶飲友達にMissPole，MrsForrester，MrsJamiesonとい
った人物がいる。語り手ＭａｒｙＳｍｉｔｈはJenkyns家の客人である。ある時
Ｍａｒｙが目下行方不明のJenkyns姉妹の弟Peterの消息を知ろうとして，
ＭｉｓｓＰｏｌｅとMrsForresterから情報を得ようとするが，全く要領を得ない
返答だけが返ってくるのだ。
ＩａｓｋｅｄＭｉｓｓＰｏｌｅｗｈａｔｗａｓｔｈｅｖｅｒｙｌａｓｔｔｈｍｇｔｈｅｙｈａｄｅｖｅｒ 
ｈｅａｒｄａｂｏｕｔｈｉｍ；ａｎｄｔｈｅｎｓｈｅｎａｍｅｄｔｈｅａｂｓｕｒｄｒｅｐｏｒｔtowhich 
Ihavealluded，ａｂｏｕｔｈｉｓｈａｖｉｎｇｂｅｅｎｅｌｅｃｔｅｄＧｒｅａｔＬａｍａｏｆ 
Ｔｈｉｂｅｔ；ａｎｄｔｈｉｓｗａｓａｓｉｇｎａｌｆｏｒｅａｃｈｌａｄｙｔｏgoolIonher 
separateideaMrs、Forrester'sstartwasmadeontheveiled
propheｔｉｎＬａｌｌａＲｏｏｋｈ－ｗｈｅｔｈｅｒｌｔｈｏｕｇｈｔｈｅｗａｓｍｅａｎｔｆｏｒｔｈｅ 
ＧｒｅａｔＬａｍａ，ｔｈｏｕｇｈＰｅｔｅｒｗａｓｎｏｔｓｏｕｇｌｙ，indeedratherhand‐ 
some，ｉｆｈｅｈａｄｎｏｔｂｅｅｎｆｒｅｃｋｌｅｄ，Ｉｗａｓｔｈａｎｋｆｕｌｔｏｓｅｅｈｅｒ 
ｄｏｕｂｌｅｕｐｏｎPeter；ｂｕｔ，ｉｎａｍｏｍｅｎｔ，ｔｈｅdelusiveladywasoH 
uponRowlands，Kalydor，ａｎｄｔｈｅｍｅｒｉｔｓｏｆｃｏｓｍｅｔｉｃｓａｎｄｈｉｓ 
ｈairoilsingeneral，ａｎｄｈｏｌｄｉｎｇｆｏｒｔｈｓｏｆｌｕｅｎｔｌｙｔｈａｔｌturned 
tolistentoMissPole，ｗｈｏ（throughthellamas，thebeastsof 
burden）hadgottoPeruvianbonds，andthesharemarket，and 
heropinionofjoint-stockbankｓｉｎｇｅｎｅｒａＬａｎｄｏｆｔｈａｔｏｎｅｉｎ 
ｐａｒｔｉｃｕｌａｒｉｎｗｈｉｃｈＭｉｓｓＭａｔｔｙ，ｓｍｏｎｅｙｗａｓｉｎｖｅｓｔｅｄｌｎｖａｉｎｌ 
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ｐｕｔｉｎ‘Ｗｈｅｎｗａｓｉｔ－ｉｎｗｈａｔｙｅａｒｗａｓｉｔｔｈａｔｙｏｕｈｅａｒｄｔｈａｔ 
ＭｒＰｅｔｅｒｗａｓｔｈｅＧｒｅａｔＬａｍａ？，Theyonlyjoinedissuetodispute 
whetherIlamaswerecarnivorousanimａｌｓｏｒｎｏｔ；inwhichdispute 
theywerenotquiteonfairgrounds，asMrsForrester（afterthey 
hadgrownwarmandcoolagain）acknowledgedthatshealways 
confusedcarnivorousandgraminivoroustogether，justasshedid 
horizontalandperpendicular；butthensheapologizedforitvery 
prettily，ｂｙｓａｙｉｎｇｔｈａｔｉｎｈｅｒｄａｙｔｈｅｏｎｌｙｕｓｅpeoplemadeof 
four-syllabledwordｓｗａｓｔｏｔｅａｃｈｈｏwtheyshouldbespelt13)． 
彼女たちは話の論点とは無関係に，一つの言葉が個人に与えるイメージを追い，
各々勝手に自分だけの想像の世界へ入り込んでいる。この傾向はクランフォー
ドのいずれの老婦人たちにもあてはまる。ゆえにGaskellが一つ一つの話題
を通して表現したのは彼女たちの主義主張や道徳観でなく，彼女たちの不合理
な想像，情緒の世界であり，これこそがこの作品の真の価値だと言っても差し
支えないだろう。彼女たちは旅こそしないが，外部世界から来るものに対して
は，初めて旅行をする者と同じ好奇心をそそられ，珍奇な反応を示し，なんと
か異質なものを同化するのだ。
作品の冒頭で彼女たちをアマゾンと呼ぶため，Gaskellはフェミニストの印
象を与えかねないが，これは誤解である。もし彼女がフェミニストであれば，
まずこの老婦人たちの内的不毛を指摘したと思われる。彼女と個人的に親しか
ったFlorenceNightingaleはCtzssα"”‘（1852年に書かれたが，内容があ
まりに辛辣な社会批難であるため，Ｊ､Ｓ・ＭiＵらの助言をもとに，内容を大幅
に削除し書き直した。1858年にＳ秘g深s2jo"ｓ／bγ”o灘gﾉｾﾉ幼ＳｅａγＣｈｅ恋
(z/ＹＷｕＷ'gねzzs刀“んの一部として自費印刷されたが，この時は出版されず，
ごく親しい友人IこのZL配られた）で，父親あるいは夫の言いつけに従うことか
ら食事の仕方，あいさつの仕方に至るまで実に細かい規則で縛られた淑女には，
決して「情熱」「知性」「道徳的活動」は望めず，彼女は｢治癒不可能な幼児性」
あるいは「語ることができない不幸」に陥ると，淑女の行動規範を批難してい
る'`》。確かに，クランハードの老婦人たちは，Nightingaleの指摘どおり，
専門職につき自立できるだけの知識も知性も判断力も意志もなく，日常生活に
おいてすら女中たちの手助けがなげれば何もできない程無能である。しかも，
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よき家庭人となるように教育をうけたにもかかわらず，「↑肯熱」とはならない
が善意ある好意を捧げる対象（つまり父親や夫，また兄弟）さえ彼女たちには
いないのだ。Gaskellは彼女たちのこのような内的欠落を熟知しており，碗曲
にその幼児性や絶望感を示唆している。しかし，決して露骨にあばきたてはし
なかった。彼女は同時代の女性作家CharlotteBrontさやGeorgeEliotが
女性の自己確立をテーマに選んだのとは対照的に，女性にかせられた不文律に
背いてまで自己を主張する女性を肯定しなかった。個人的に彼女が女性の自立
をどのように考えていたかは別にして'`)，作品の上では基本的には細かい約束
事に拘束される女性の生活を同じ立場にある女性の目で描いた。したがって，
応含にしてその欠点には寛大で，男性に保護され従う女性の魅力を描く際には
筆がさえている。αα'Ｗｒｄはこのような彼女の創作態度を如実に示す最たる
例である。
ここで当然問題になるのが，淑女たちの無駄話と珍奇な行動を見聞きする語
り手ＭａｒｙＳｍｉｔｈの視点である。まず第一に留意すべきことは，彼女がクラ
ンフォードの住民ではないことである。彼女はこの寂れた古いいなか町とは正
反対の町，新興都市マンチェスターの出身で，昔から親しいJenkyns家を生
まれてからずっとほぼ年１回の割合で訪問している外来者である。Ｍａｒｙは
Jenkyns家に異変があるたびにクランブォードを訪れ，老婦人たちのやりと
りを見聞し，しばらく滞在した後，再びマンチェスターへ戻っていく。この都
市（とは言えマンチェスターは1851年の時点では公式に都市として認められて
いなかったのだが'の）といなかの対比は，そこに住む人々の風俗習慣，物の見
方，考え方，感じ方の違いを象徴している。当時マンチェスターは富の追求と
進歩発展を象徴する町で，秩序の混乱は莫し<，淑女の行動規範が介入する余
地はなかった。マンチェスターを舞台にしたＭｚがａｚγわ〃で，ヒロイン
Ｍａｒｙはこれを役に立たない束縛としか考えず，“propriety''に準ずる淑女
は“sorrowful”でしかないと言っている。また，彼女は容姿端麗であればし
かるべき夫を見つけ，彼女自身が労働者階級から淑女の身分になれると思い込
んでいる'7)。もっとも，当時の実業家，技術者の身分は暖昧で，彼らを位置づ
ける社会的尺度は確立されていなかったのだが。他方，クランブォードでは１８
世紀的尺度に従い，貴族との縁故関係で身分が決められるため，ＭａｒｙＳｍｉｔｈ
の父親がクランフォードを離れ，マンチェスターの富裕な実業家になったこと
は，「貴族的社交界」からの「堕落」でしかない。クランフォードでは金もう
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け，商売にかかわることは見聞きしてはいけない俗事である。MaryBarton
と名前が同じであるＭａｒｙＳｍｉｔｈは，Iiij者同様マンチェスターの申し子らし
く合理的な考え方をし，「感慨よりも事実]B)」を麺んじ，見栄をはるだけの淑
女の規範を一笑にふしている。ただし，ＭａｒｙＳｍｉｔｈはMaryBartonと異
なり，淑女たちの生活に興味を抱き，彼女たちの善意あふれる心根そのものに
は深い共感をよせている。
次に問題になるのが，Gaskellが語り手としてのＭａｒｙＳｍｉｔｈにどの程度
の信頼をよせているかである。作者の語り手に対する信頼度は第１回配本の第
１，２章とそれ以降とでは明らかに変っている。第１章と第２章では，クラソ
ブォードの淑女たちの生活をいわば歴史的過去の事実として書いているため，
｢感情」より「事実」を優先するＭａｒｙは信頼できる報告者である。しかし，
第３章以降，’'1;稗の興味は淑女の′k活の単なる記録にとどまらず，彼女たちの
隠された無意識の部分への追求にむけられるため，Ｍａｒｙの視点の信頼度は半
減され，逆に怖緒面で作者が感情移入するのは，鋪１，２章でほとんど顔を出
さなかったJenkyns姉妹の妹MatildaことMissMattyになる。そして，
さらにＭａｒｙＳｍｉｔｈの視点の信頼度が疑わしくなるのは，彼女自身のMiss
Mattyに対する共感がつのるにつれ，クランフォードの老婦人たちを客観的
に観察する心理的距離が徐たに失われるためである。
MargaretTarrattはＱｍｌｌ/１，γ‘についての卓越した小論文“ＱＴｍ/bγｄ
and‘theStrictCodeofGentility，'，で，一貫した視点の欠如について次
のように弁明している。
ＢｙＭａｒｙＳｍｉｔｈ，sassociationin［Cranford］ｓｈｅｃｏｍｐｅｌｓｕｓｔｏ 
ａｃｃｅｐｔＣｒａｎｆｏｒｄａｓareality，butfromherpointofdetached 
obserｖａｔｉｏｎｓｈｅｉｎｓｉｓｔｓａｌｓｏｏｎｉｔｓｂｉｚａｒｒｅｑｕａｌｉｔｙａｎｄｉｎｓｏ 
ｄｏｉｎｇｈｉｇｈｌｉｇｈｔsitsunreality19)． 
Tarrattによると，クランフォードの「現実」と「非現実」を描く視点の要は
常にＭａｒｙＳｍｉｔｈということになる。しかし，彼女の視点に対する作者の信
頼度はもう少し細かく定義する必要があるのではないだろうか｡読者(Tarratt
も含めてだが）が一連のゴシップをとおして作者が淑女たちの生活を肯定して
いるのか，否定しているのかがl慶味で，作品榊成の一貫性のなさを蝿感せざる
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をえない第一の要因は，やはり，作背のＭａｒｙＳｍｉｔｈに対する信頼度の変化，
言い換えれば，作者１１１身のMissMattyに対する態度の変化に帰すべきであ
ろう。
3．語り手に対する作者の信頼度の変化
前にも述べたように，０，２/ｉｌｒｄと“TheLastGenerationinEngland”
との関連は深い。特に老婦人たちの１１常生活を総括的に紹介した第１章は，
“TheLastGenerationinEngland,，の繰り返しと寄っても過言でないだ
ろう。いくつかの逸話が重複するだけでなく１“TheLastGenerationin
England，，でGaskellがとった風俗史家の態度が基本的にはそのままＯｍＺ‐
んγｄの謡り手ＭａｒｙＳｍｉｔｈのそれになっている。その態度とは「私自身が見
たり，あるいは年老いた親類の者によって私に語り継がれたいなか町の!|孟活の
詳細のいくつかを記録する20)」ことである。ゆえに，ここでは古い淑女のしき
たりを忠実に守るDeborahJenkynsに焦点があてられる。Ｄｒ・Johnsonを
擁護するDeborahとDickensの熱烈な支持者であるCaptainＢｒｏｗｎとの
文学論争は，戯画化されているものの，時代遅れになりつつある彼女の淑女規
範を椀曲に，しかし時代の趨勢の｢'１で正確lこ位職づけている。第２章がDebo‐
rahの老衰死で終わるのは当然のなりゆきと思われる。
第３章以降もGaskellの風俗史家としての態度は依然変わらず，年代と風
俗に関しては常に正確な数字を挙げつつ，入念な描写をしている。まず年代に
ついて言えば，ＤＣ、/ｂγｄはＰ九hzu/ｃＡＰｎＰＣｒｓの第13号が配本になった1837
年頃から始まり，1850年iii後で終わる。第２章末尾で，MissJenkynsはA
CM!γjS'”ａＳＱＺγ0ノ（1843）刊行後の1834年に亡くなり，この時５２才のMiss
Mattyは岐終章では５８才になる。その間，第５章“OldLetters”では，
Jenkyns姉妹の父母と祖父母の手紙が導入され，時代はナポレオン戦争期か
ら1770年頃まで遡る。第６章と第11章ではそれぞれクランフォードを逃げ11Ｉし
たPeterJenkynsと奇術師SignorBrunoniことＳａｍｕｅｌＢｒｏｗｎがナポ
レオン戦争に参加した事情が説明されている。Gaskellはこの時代の裏付けと
して，手紙の文体や?1$式を変え，衣装や乗り物等の風俗の記述にも細心の注意
を払っている。
また，風変わりな淑女たちの生活を現実化するため，彼女たちの年給が主観
の介入を許さない数字で表わされている。父親亡き後のJenkyns姉妹の年収
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'よl６２ポンド13シリング４ペンスで，軍人未亡人のMrsForresterの年収は
100ポンドに満たない。他の老婦人たちの年収は明らかにされないが，おおよ
そこの前後と思われる。当時，－組の夫婦が紳士淑女の生活をするのに３００ポ
ンド，紳士ひとりならばその半分の１５０ポンドが最低必要であったというか
ら21)，彼女たちが品位を落さず生活するには，いかにクラソフォードのモット
ーである“eleganteconomy，，を心掛なければならなかったか同情するにあ
り余る。パーティの時，夕食を出さない方が上品だとか，賛沢は下品だとか，
帽子さえ新しければ，洋服がいかに時代遅れであろうとも盛装完備と承なすこ
と，訪問時間を決め，それ以外の時間は粗末な身なりでローソク１本に至るま
で節約して過ごすこと，また，女中が１人しか雇えず，雑事を自ら手を汚して
しなければならないにもかかわらず，人前では“womanofleisure，'を装う
こと。これらは彼女たちの経済状態を考えると，冗談事ではなく，切実な苦肉
の策である。Ｍａｒｙの事実を究明する目は，これらの数字の背後に隠れた真相
を明らかにするのだ。
では，この洞察力に滴み，しかも，同情心を失わないＭａｒｙＳｍｉｔｈの視点
が不明瞭になるのはいつか。作者が一般的な事柄からきわめて個人的なことに
興味をうつした時，Ｍａｒｙの合理的な視点には自ら限界が生じる。彼女の情緒
的限界が最初に示唆されるのは，第３章でMissMattyの昔の恋物語をMiss
Poleから聞かされた時である。若い頃の恋人との再開，そしてその死に出会
ったMissMattyの心の動きは，Ｍａｒｙによって直接語られることばない。
MissMattyとMrHolbrookは若い頃恋仲だったが，牧師の娘は自作農
（ヨーマン）と結婚して身分を落してはいけないと父親と姉Deborahに反対
され，二人は結婚をあきらめた。このいきさつを聞いたＭａｒｙはきわめて無
邪気な子供っぽい質問をする。
“ＡｎｄｈｏｗｃａｍｅＭｉｓｓＭａｔｉｌｄａｎｏｔｔｏｍａｒｒｙｈｉｍ？，,asked１． 
“０h，１．ｏｎ，ｔｋｎｏｗ・Shewaswillingenough，Ｉｔｈｉｎｋ；ｂｕｔ
ｙｏｕｋｎｏｗｃｏｕｓｉｎＴｈｏｍａｓｗｏｕｌｄｎｏｔｈａｖｅｂｅｅｎｅｎｏｕｇｈｏｆａ 
ｇｅｎｔｌｅｍａｎｆｏｒｔherectorandMissJenkyns.,’ 
“Ｗｅｌｌ１ｂｕｔｔｈｅｙｗｅｒｅｎｏｔｔｏｍａｒｒｙｈｉｍ,”saidlimpatientlyB2） 
伝統的なしきたりに無頓着なＭａｒｙは，MrHolbrookの死後未亡人用の帽
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子を着用する程，３０年以上も昔の恋心を未だに失わないMissMattyの屈折
した心理状態は理解できない。Ｍａｒｙはこのことに関してMissMattyの心
の部屋のドアをあけることばない。
ところで，ＭａｒｙはMissMattyの心を把握しきれないが，彼女の従順で
純粋な心に無条件で感動したのは作者Gaskell自身であった。第３章以降，
事実上のヒロインはMissMattyになり，理屈で解明できない事柄に関する
限り，例えば，泥棒事件とか男爵未亡人LadyGlenmireと町医者MrHog‐
ｇｉｎｓとの再婚に対しては，Ｍａｒｙの理性的な判断を示すコメントは控えられ，
代わりにMissMattyの情緒的反応が作者の信頼を得る。そして，Ｍａｒｙは
善良だが，決して理性的とは言えないMissMattyと意見を異にする人物た
ちの虚栄心や弱味を手厳しく指摘する役割を担う。泥棒事件では，MisMatty
の男性への依頼心を詰り，表向き男性無用論を唱えるＭｉｓｓＰｏｌｅは，秘かに
男性用の靴を玄関に置く弱気が暴露され，その昔牧師に心をよせ，色よい返事
がもらえなかったことまで付け加えられている。また，LadyGlenmireの再
婚に反する彼女の義妹MrsJamiesonは身分の序列の固守を唱える反面，彼
女自身が傲慢な執事の支配下に置かれていることが指摘される。
語り手ＭａｒｙＳｍｉｔｈはクランフォードの生活を客観的にとらえる者として，
当初は公明正大であるためにその性格はおろか氏素姓さえ明らかにされなかっ
た。しかし，作者のMissMattyへの肩入が大きくなるにつれ，Ｍａｒｙは自
ら絶対的な語り手，「全知全能」の語り手の立場を放棄している。第12章で突
然彼女は自己告発をする。
Ｉｎｍｙｏｗｎｈｏｕｓｅ，wheneverpeoplehadnothingelsotoｄｏ， 
theyblamedmeforwantofdiscretion．Indiscretionwasmy 
bugbear23)． 
淑女のしきたりを破るMissMattyに，それに無頓着なＭａｒｙが共感するの
は納得がいくにしても，Ｍａｒｙがこのように唐突に自らの欠点を告白するのは
何故か。これに続く第14章では，数字に強く，女中に膜をする際に翠られたよ
うに事務の才にもたけていたはずのＭａｒｙは，MissMattyが株主をしてい
た銀行が倒産し，財産の大半を失うと，彼女の財政をどのように立て直すかマ
ンチェスターの実業家である父親と話し合うが，彼の理論がMissMatty同
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様に理解できないとまで言っている。
ＭｉｓｓＭａｔｔｙａｎｄＩｓａｔａｓｓｅｎｔｉｎｇｔｏａｃｃounts，ａｎｄｓｃｈｅｍｅｓ，ａｎｄ 
reports，ａｎｄｄｏｃｕｍｅｎｔｓ，ｏｆｗｈｉｃｈｌｄｏｎｏｔｂｅｌｉｅｖｅｗｅｅｉｔｈｅｒｏｆ 
usunderstoodaword；formyfatherwasclear-headedand 
decisive，andacapitalmanofbusiness，andifwemadethe 
slightestinquiry，orexpressedtheslightestwantofcomprehen‐ 
sion，ｈｅｈａｄａｓｈａｒｐｗａｙｏｆｓａｙｉｎｇ，‘Ｅｈ？ｅｈ？ｉｔ，sasclearas 
daylight・What'syourobjection?，Andwehadnotcomprehended
anythinｇｏｆｗｈａｔｈｅｈａｄｐｒｏｐｏｓｅｄ，wefounditratherdiHicult 
toshapeourobjections；ｉｎfact，ｗｅｎｅｖｅｒｗｅｒｅｓｕｒｅｉｆｗｅｈａｄ 
ａｎｙ２４)． 
こういったくだりを読むと，Ｍａｒｙは故意に絶対的な語り手の鎧を脱ぎすてよ
うとしているように思える。語り手から登場人物のひとりになることで,Ｍａｒｙ
は財産を失い，女中夫婦の家に下宿するはめになったMissMattyを慰めよ
うと，行方不明の彼女の弟Peterを探し出し，ひとりで呼び戻す手はずを整
えるのだ。Peter帰国後の大団円では，身分違いの結婚も，成り上がり者も，
クラソフォードの住民ではないＭａｒｙも含めて，すべての者がMissMatty
を中心にしたクラソフォードの社交界に円満に受け入れられる。
Ｅｖｅｒｓｉｎｃｅｔｈａｔｄａｙｔｈｅｒｅｈａｓｂｅｅｎｔｈeoldfriendlysociability 
inCranfordsociety；ｗｈｉｃｈＩａｍｔｈａｎｋｆｕｌｆｏｒ，becauseofmy 
dearMissMatty，sloveofpeaceandkindness，ＷｅａｌｌｌｏｖｅＭｉｓｓ 
Ｍａｔｔｙ，ａｎｄＩｓｏｍｅｈｏｗｔｈｉｎｋｗｅａｒｅａｌｌｏｆｕｓｂｅtterwhenshe 
isnearus25)． 
ＭａｒｙＳｍｉｔｈの現実的な合理的視点で始まったこの作品は，最終的にはこの
ようにＭａｒｙのMissMattyの感情の世界への同化で終わっている。彼女
たちが情緒的な面で一体化するゆえに，Ｍａｒｙは理性的判断力の麻蝉を“ｂｅt‐
ter”な状態とみなすことができるのだ。
しかし，Ｍａｒｙの一貫した現実的視点が明確でないからと言って，本作品の
Hosei University Repository
１７７ 
醜醐味である淑女たちの虚像と実像とのずれから起こる笑いに何ら損障はない。
否，むしろ語り手と作者の賞賛をえたMissMattyの存在こそが作品の新鮮
な笑いの源と思われる。１０年後の1863年にＣ〉、q/bγｄの続編として醤かれた
"TheCageatCranford，'では，Ｍａｒｙの視点が途中から暖昧になること
はないが，活気のある笑いは消え，老婦人たちの無知無能ぶりが興ざめする程
あからさまに描かれている26〕。
4．MissMattyと感情崇拝
今日ｍＷｂγｄをある種の夢物語として解釈する批評家は少なくない。例え
ば，CoralLansburyは語り手の視点云々よりも，作品全体から受ける印象を
もとに，クランフォードを貧しい老婦人たちが互いに協力して幸福に暮らす
「老女たちのユートピア27Uと呼んでいる。また，MissMattyだけでなく，
ＭａｒｙＳｍｉｔｈの視点をも考慮したMartinDodsworthは，「Gaskellの男
性に対する無意識の敵意と，圧倒的男性社会ではこれが全く的はずれであると
いう認識との相剋を表わす，ある種の小ぎれいに整理された夢である28)」と言
っている。LansburyとDodsworthは共に構造上の一貫性がない木作品に，
敢えて統一したテーマを見つけようとして，上記のような結論に達した。各論
ともに漸新な視点からの解釈論を展開し，興味深いのだが，夢物語の中心にい
るMissMattyの位置づけが的確でないため，片手落ちの感を免れない。
Lansburyはクラソフォードを「独自の規律と排他性による自律した社会」
と糸なすため，秩序の崩壊をうながすMissMattyよりはむしろ秩序維持の
象徴であるDeborahJenkynsを「守護神」とゑている2,)。彼によると，
MissMattyは姉の強い呪縛から逃れられない無能な淑女たちのひとりにすぎ
ない。しかし，はたしてMissMattyは単なる脇役だろうか。前章で論じた
ように，絶対的立場にいるべき語り手の平衡感覚をも狂わせるMissMatty
こそが作者の感情崇拝に裏付けされた真のヒロインであり，Deborahが活躍
する第１，２章はその後の章の前奏曲のようなものである。一方,Dodsworth
はMissMattyが第３章以降のヒロインであると言いつつ，彼女を19世紀ヴ
ィクトリア朝社会のいわゆる淑女教育が生んだヒロインではなく，David
Cecilの言葉をかり18世紀のそれと定義している。
MissMattyis，ｌｉｋｅｔｈｅｒｅｓｔｏｆｈｅｒｆｒｉｅｎｄｓ，ａｓＬｏｒｄＤａｖｉｄ 
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Cecilhasobserved，‘thechildlike，saintlyfoundinSternor 
Goldsmith30)． 
MissMattyは確かに「子供のようで，天使のように徴がない｡」しかし，彼
女は18世紀的ヒロインというよりは，諸殉の社会事情を考慮に入れると，
ＱｍＩＬ/ｉｌ７ｄよりおよそ二年前にやはりＨＤ"ｓｅｂ０ＪｄＷｂγ`ｓに連載されたDic‐
kensの、D〃ＣＯ，PC城C〃に登場するＭｒＭｉｃａｗｂｅｒに近い（もっとも
MrMicawber自身18世紀小説のユーモアのパターンから完全に自由というわ
けではないのだが)。
ＭｒＭｉｃａｗｂｅｒは質素勤勉をモットーに「熱心に」「仕事をするs')」という
当時の中産階級の男性にかせられた不文律からほど遠い，俗に言う「落ちこぼ
れ」である。Dickensの感情崇拝を象徴する極付と言われるＭｒＭｉｃａｗｂｅｒ
は，無責任だが，しぐさの滑稽さと善意には理屈ぬきで拍手喝采をせずにはい
られない。そして，ＭｒＭｉｃａｗｂｅｒについて言えることは，そのままMiss
Mattyにあてはまるのだ。淑女の規範から見ると，クランフォードの老婦人
たちの中で及第点をとれるのは，父親の仕事の補佐をする娘の役を実生活で演
じたDeborahだけで３８)，他の婦人たちは彼女の大義名分が理解できない落第
生である。MissMattyにいたっては，人の善意を信じるあまり，口では姉
Deborahの貴婦人然とした態度を誉め称えながら，実際には姉が築いた秩序
を率先して弛緩させる。当時の淑女教育とMissMattyとの関係をみると，
彼女の善意と無垢が何に由来するか明確になるのである。
１９世紀ヴィクトリア朝の淑女教育の本質的目的が女性を「無垢」の状態にお
くこと，特に性に関しては無垢というより無知にしておくことであったことは
周知の事である。クランプォードの淑女たちに労働者階級の女性,例えばMiss
Matty仁仕える女中のMarthaやインドの熱帯林の中を子供を連れ抜け出し
たSignoraBrunoniの生活力，実践的知恵と行動力がないのは当然のことで
ある。姉のDeborahが淑女の規範の化身であれば，MissMattyはこれの動
機づけが理解できないまま，唯無数の約束事に拘束され，自由を奪われた犠牲
者の典型である。まず，性的抑圧について述べると，MissMattyの場合，
回復不可能な程その病状は悪化している。「男性の腕が女性の腰に回されるこ
と”〕」「キスの音M)」は，「両眼がとび出しそうになる恐'Mi心35)」をかきたて，
また，男性の訪問客をもてなす際には食卓にワインを出すかどうか，男性用の
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洗面用具を用意したものかどうかさえひとりでは決められない。食事のとり方
にも極度に神経質で，人前でフォークでグリーンピースを食べることや8６，，オ
レンジの甘美な汁を吸うこともできない82)。つまり，淑女の襖し詮という概念
にこだわるあまり，他人特に男性に対して異様に自然さを失うのだ。また性的
抑圧と同様に淑女教育の欠陥として指摘されているのが知的貧困である。
ＭａｒｙＳｍｉｔｈはMissMattyが破産した時，彼女が身分を落さず働ける仕
事として定石どおり家庭教師を考えるが，知識技芸の点で失格し，「読承書き
算数」といった初歩的な学力さえ満足にないと結論を下す38)。“astronomy'，
と“astrologV''の区別はおろか39)，当時毎晩家族に聖書を読承聞かせるのが
淑女の義務の一つであったにもかかわらず，彼女は聖書の長い単語や名前さえ
まともに発音できない。しきたりが話題になる都度彼女は自分の意見が主張で
きず，必ず「頭がいい」姉を引き合いに出すが，これは彼女の筆舌に尽し難い
劣等感のせいであろう。
このようにMissMattyは知識もなく金もなく，男女関係の何たるかもわ
からない無い無い尽しの人間である。彼女に限らず他の老婦人たちも程度の差
こそあるものの，これの例外ではない。「幼い頃から自由を燕われ〆他人に頼
りすがるように育てられた女性は，応従にして道徳的に無責任になり，彼女が
権力を固守する領域は他人の生活への干渉，衣装，容貌の自慢ということにな
る`o)」と，ＰｅｔｅｒＴ、Cominosは淑女を皮肉っている。クランフォードの老
婦人たちのゴシップ好きは，権力志向というより生き涯といった方が適切なの
だが，無い無い尽しの彼女たちの権力志向の表われと考えられないわけではな
い。彼女たちの変化に乏しい退屈きわまりたい日常生活は，一端洋服や帽子を
新調するとか，他人の生活に首をつっ込むとなると，様子は一変し，実に生き
生きとする。しかし，この干渉癖は無い無い尺しの代俊として彼女たちが長い
間培ってきた「無垢」と「良心的行為」のおかげで，決して不愉快ではない。
彼女たちの良心的行為が端的に表われるのは，MissMattyが破産した時で，
彼女たちは仲間うちで彼女に内密でお金を出し合い，何とか彼女が身分を落さ
ずに生活できるように万事とりはかるのだ。この行為は合理的なＭａｒｙＳｍｉｔｈ
を泣き出させる程感激させ，彼女の父親をも感動で涙をぬぐわせる41)。商品を
売る際，客にその害悪を説き，買わないように勧めるMissMattyが良心的
行為の鏡であることは繰り返す必要がないであろう。また彼女たちの無垢につ
いて言えば，これはいかにも無知と紙一重の無垢であるが，彼女たちの心は若
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<，好奇１，で一杯である。華族様を歓迎するために，その呼び名を検討し，所
かまわずありったけのブローチを身につけ歓迎の意を表明したり42〕，奇術師の
一行が来たといって，前々日からこっそり楽屋裏をのぞきに行き，夜は奇術の
謎解明に夢中になり，当日は興奮して落ち着かず開演の１時間半前に身じた<
を終え，公演中はキリスト教が禁止する魔術を見てもよいかどうかと不安にな
り牧師の顔色をうかがう４３)。また容易に幽霊の存在を信じ，わずか200メート
ル足らずの暗闇小路を殉教師のように決死の覚悟で走りぬけたりするのだ』4)。
ここでは，このような捧腹絶倒の場面は数えきれない程多い。
ところで，このような「無垢」「良心的行為」と言えば聞こえがいいが，子供
っぽい行為を分別盛りの中年女性に誰が期待するだろうか。４人の娘の母親で
あるGaskellが，感情崇拝の対象として子供を選ばなかったのは，育児の煩
らわしざや子供の破壊的な活力を知る者には納得がいくが，彼女は読者側の意
表をつき，その対象を60才近い老婦人に選んだのだ。淑女教育の根本的目的が
無垢の保持であることを考えれば，別段驚くことはないのだが，この意外性は
たまらない魅力である。Gaskellは彼女たち，特にIVIissMattyの情緒面で
の反応の正しさを主張し，語り手ＭａｒｙＳｍｉｔｈをしてこれを疑う者の態度を
否定した。しかし，彼女たちの無垢崇拝を守るためにはこれだけでは満足せず，
Gaskellは意図的にMissMattyの若さ，彼女が時間と経験の破壊的影響を
受けないことを強調するように工夫している。語り手はMissMattyのリュ
ーマチ，ＭｉＳｓＰｏｌｅの義歯，MrsJamiesonの居ねむりを老衰の兆候として
指摘するが，これらは自分たちが淑女教育の犠牲者であるという意識が全くな
いのと同様，彼女たちをふけこませることばない。死の恐怖などさらさらない。
彼女たちの心理的時間は若い時のまま停止しているのだ。
このことをはっきり言葉で裏付けるのは，３０余年ぶりにMrHolbrookと
弟Peterにそれぞれ再会した時のMissMattyの反応である。偶然生地屋で
かつての恋人に再会したMissMattyは１８，９才の娘よろしく当惑のあまり
言葉が出ず，帰宅すると自室に閉じこもってしまう45〕。また，再会したMiss
MattyとPeterは次のような会話をかわす。
‘Isupposehotclimatesagepeopleveryquickly,,ｓａｉｄshe， 
almosttoherself‘ＷｈｅｎｙｏｕｌｅｆｔＣｒａｎｆｏｒｄｙｏｕｈａｄｎｏｔａｇrey 
hairinyourhead.， 
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‘Ｂｕｔｈｏｗｍａｎｙｙｅａｒｓａｇｏｉｓｔｈａｔ？，saidMrPeter，smiling． 
‘Ａｈ１ｔｒｕｅ１ｙｅｓ１Ｉｓｕｐｐｏｓｅｙｏｕａｎｄｌaregettingold・Ｂｕｔ
ｓｔｉｌｌｌｄｉｄｎｏｔｔｈｉｎｋｗｅｗｅｒｅｓｏｖｅｒｙｏｌｄ１Ｂｕｔｗｈｉｔｅｈａｉｒｉｓｖｅｒｙ 
ｂｅｃｏｍｉｎｇｔｏｙｏｕ，Peter,，shecontinued-alittleafraidlestｓｈｅ 
ｈａｄｈｕｒｔｈｉｍｂｙｒｅｖｅａｌｉｎｇｈｏｗｈｉｓappearancehadimpressed 
her． 
‘Ｉｓｕpposelforgotdatestoo，Matty，ｆｏｒｗｈａｔｄｏｙｏｕｔｈｉｎｋ 
ｌｈａｖｅｂｒｏｕｇｈｔｆｏｒｙｏｕｆｒｏｍｌｎｄｉａ？Ｉｈａｖｅａｎｌｎｄｉａｎｍｕｓｌｉｎ 
ｇｏｗｎａｎｄａｐｅａｒｌｎｅｃｋｌａｃｅｆｏｒｙｏｕｉｎｍｙｃｈｅｓｔａｔＰｏｒtsmouth., 
Ｈｅｓｍｉｌｅｄａｓｉｆａｍｕｓｅｄａｔｔｈｅｉｄｅａｏｆｔheincongruityofhis 
presentswiththeappearanceofhissister；ｂｕｔｔｈｉｓｄｉｄｎｏｔ 
ｓｔｒｉｋｅｈｅｒａＵａｔｏｎCe，ｗｈｉｌｅｔｈｅｅｌｅｇａｎｃｅｏｆｔｈｅａｒｔｉｃｌｅｓｄid46〕．
彼女には彼が何故白髪頭になったのか理解できず，また彼が買って来たという
豪華な装飾品に小娘のように心を奪われるが，それらが年老いた自分には皆目
似合わないことはわからない。クランフォードの老婦人たちに時間の概念がな
いことが裏付されなければ，Peterの帰国後，彼女たちが彼の花嫁に仲間うち
の誰かがなるのではないかと内心やきもきする様子は，若者の恋の何ともグロ
テクスなパロディとなったと思われる。
5．まとめ
Ｑｍｑ/ｂγdは老婦人たちの「良心的行為｣と｢無垢｣を躯歌することで終わ
っている。勿論，途中から作者の全面的信頼を失い，作者の感情崇拝を表わす
MissMattyの補佐役をかねることにはなるが，語り手ＭａｒｙＳｍｉｔｈの現
実的な，風俗史に関心が高い視点がなければ，彼女たちのいささか現実離れし
た世界は「治癒不可能な幼児性」の象徴になったことは明白である。結局，こ
の作品の魅力は事実を重んじる合理的な世界と，時間や経験の概念に一切無頓
着な無垢の世界との絶妙な均衡にあると思われる。老婦人たちにその無能と無
知の直接の被害者となる夫がいないことは，ともすれば崩れがちになるこの均
衡を保持する大きな要因であろう。無垢崇拝の当時の旗頭であるDickensで
さえ，DUzDjdCbPP2城e/ｄでは主人公Davidをして幼な妻Ｄｏｒａの主婦とし
ての無能ぶりに愛想づかしをさせている。また，Gaskellがほぼ無条件で彼女
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たちの無垢を賞賛できたのI土，合理的功利主義の一種の緩和剤として時代その
ものが感情崇拝を必要としたからである。MissMattyの善意と無垢に涙した
のは，Ｍａｒｙだけでなく，当時の過度に感傷的な一般読者だったのだ。それゆ
え，Ｑｍｑ/bγ‘より10年後にＳａｍｕｅｌＳｍｉｌｅｓのＳＣｌＷ５彫〃（1863）が刊行さ
れ，ペスト・セラーになると，時期を同じくして書かれた“TheCageat
Cranford”では，GaskellはもはやMissMattyの無知無能を賞費すぺき無
垢としてとらえることはできないのだ。Gaskell自身の長編小説を含めて，当
時の大半の小説では戯画化された端役しか与えられない未婚の老婦人や未亡人
たちの世界も，産業化からとり残されたいなか町の中産階級の家庭生活を事実
に忠実に書こうとすれば，興味深い題材になることをこの作品は立証している。
Gaskellはｑｍｑ/ｂγ‘のほかにも，いなか町の生活を事実にそくして記述
したと思われる短編及び中編小説をいくつか書き残している。そこでもしばし
ば未婚の老婦人や未亡人がヒロインだが，彼女たちを感情崇拝の対象にしたの
はこの作品だけで，彼女たちの生活は概して進歩発展からとり残されたいなか
町が衰退する過程を象徴するように書かれている。Gaskellに常に心の安らぎ
をもたらしたと言われるナッツフォードの老婦人たちの世界は，１度しか再現
することができなかった彼女の夢の世界だったのだ。
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